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㸯 ࡵࡌࡣに 

┣学ᰯが⾜う職業ᩍ育の中心は、あんᦶマッࢧージᣦᅽ

ᖌ・はりᖌ・きࡹうᖌの㣴成である。㏆ᖺ、この分㔝は

ᖖ者の参ධや㢮ఝ業種の増加などで➇தは⃭化しており、

視ぬ障害生ᚐがこの➇தにちᢤき、社会自立するために

は、より㧗いᢏ⾡を㌟につけるᚲ要がある。 

┣学ᰯにおけるᣦᅽ等の実ᢏᣦᑟでは、ᢲᅽ่⃭をᐈ観

的にᣦᑟ・ホ価することが難しく、個ࠎのᩍဨの観に㢗

るとこࢁが大きい。もしこれを数値化するなどして生ᚐに

ᐈ観的にఏえることができれば、より合理的なᣦᑟができ

るであࢁう。同様のᛮいは化⢝ရの分㔝にも見ཷけられる。

㈨生ᇽはスキンケアやメイクなどにおけるᣦඛのᚤ⣽なື

きをィ する置㸦ゐືసセンシングシステム

「㻴㼍㼜㻸o㼓」㸧を㛤発した。これにより、えば、化⢝の

カ࢘ンセリングの際に「そっとຊをධれて」や「ࡹࡂっと

握って」など、ゝⴥではṇ確にఏえにくいことが、ゐᅽの

データを共有することでスキルのఏ達が可能になっている㸯㸧。

そこで今回、この࢘ࣁ࢘ࣀを生かし┣学ᰯの新たな実ᢏᩍ

育ࢶールの㛤発に取り組むことにした。  

この取り組みにはつの意義がある。一つは、㈨生ᇽの

ඛ➃ᢏ⾡を㥑して┣学ᰯで活用可能な実ᢏᣦᑟࢶールを

సることができるか、つめは、置㛤発担ᙜの㈨生ᇽ、

それを᳨ドする本ᰯ、そして、この◊✲を発しᑟする

N㻱㼄㼀 㼂㻵㻿㻵㻻N㸦⚄ᡞアイセンター㸧の୕者による共同◊

✲という点である。したがって今回は、置の㛤発状況お

よび実ᢏᣦᑟࢶールとしての有用性に加えて、学ᰯと企業、

そして視ぬ障害⥲合支援機関の୕者༠同の取り組みが視ぬ

障害者就労にえるᙳ㡪についても↔点をᙜてて報࿌する。 

 

㸰 㻴㼍㼜㻸㼛㼓のᴫ要 

㻴㼍㼜㻸o㼓は、ᣦが≀体にゐれた際にᣦඛにかかるຊを可

視化することのできるセンシングシステムである。その 

定ཎ理は、ᣦの୧ഃ㠃に取り付けられたセンࢧ㸦┿㸧が、

ᣦඛが≀体にゐれた際にできるᣦのࡩくらみᅽを᳨ฟし、

その大きさからᢲᅽを᥎ するものである。㻴㼍㼜㻸o㼓をẕ

ᣦに着後、㍑ṇჾを用いてᢲᅽとᣦのࡩくらみᅽを同時

に取ᚓし、人によるᣦの形状やࡩくらみᅽの違いを㍑ṇす

る。これにより、ᣦのࡩくらみᅽをセンࢧで 定し続けれ

ば、ᣦᅽ時のᢲᅽをィ することができる。ィ したᢲᅽ

㔞は、グࣛフによって可視化するだけでなく、㡢にもኚ換

する機能を有し、ᢲᅽ時にリアルタイムで㡢を確認するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

   ┿㸸ẕᣦに╔ࡋた㻴㼍㼜㻸㼛㼓㸦▮༳ඛࢧࣥࢭࡣ㸧 

 

㸱 ᇶ♏実㦂 

本ᰯ㙀⅍マッࢧージ㣴成⛉のᩍ職ဨ��ྡを対象に、ᮌ〇

ᮘに対して、増㸱⛊、ᣢ続㸲⛊、ῶ㸱⛊のẕᣦᅽ㏕㸳

回を㸰セット⾜わせた。㸯セット目は、スࣆーカーから㡢

をὶさずに、㸰セット目は㡢をὶしながら⾜った。その一

を取り上ࡆる。グࣛフ㸯は㡢なし、グࣛフ㸰は㡢ありの

Ἴ形である。㹖㍈は㸦時間㸧���⛊ẖ、㹗㍈はᅽのᙉさ

㸦㹌㸧でる。グࣛフ㸯では、ᣢ続ᅽの㒊分に多少のࣞࣈが

みられるが、グࣛフ㸰では、ᣢ続ᅽの㒊分はほࡰフࣛット

であり、㡢を⫈きながら⾜うと㸳回ともほࡰ同ࡌᢲᅽ᧯స

を安定して現していることが観ᐹできる。 

 

 

グࣛフ㸯㸸㡢フーࣂࢻックࡋ࡞ 
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４ 考 察 

今回の実験で分かったことは、まず点としては、①⿕

᳨者ẖのᢲᅽ่⃭をἼ形と㡢で♧すことができる、②同一

᮲௳ୗでデータが取ᚓできたことで、ᐈ観的にᢲᅽのഴ向

をホ価、ẚ㍑できる、③ᚤ⣽なᅽのኚ化や経時的ኚ化㔞を

可視化することができる、մ㡢フードࣂック機能をే用

することで、ᢲᅽࢥントロールがしやすい、などである。 

一方で、課題も確認された。①人体で 定しようとする

と、ẕᣦが⓶内にỿむために置がずれて、データが 

定できない、②ᣦのኴさや関⠇の特ᚩなどにより、うまく

着できないことがある、③㍑ṇが認㆑されないケースが

ある、մᥣᤐືసの解ᯒにはさらなる調ᩚがᚲ要、などで

あり、今後、置着のᕤኵやᨵⰋのᚲ要があることがわ

かった。 

 

㸳 共ྠ◊✲のព⩏ 

本◊✲は、学ᰯ・企業・視ぬ障害⥲合支援機関の୕者に

より進めるものである。視ぬ障害ᩍ育ࢶールを㈨生ᇽが㛤

発し、アイセンター║⛉་による་学的見地からの意見を

ཷけ、┣学ᰯᩍ育で実㊶する。このことは、マイࣀリ

テーであることからⱞᡓをᙉいられる視ぬ障害就労の分

㔝に、社会の関心を㞟めるインࣃクトをもつものと考えて

いる。 

௨ୗに、共同◊✲者のᴫ要を⡆༢に⤂する。 

(�) 㻺㻱㼄㼀 㼂㻵㻿㻵㻻㻺㸦⚄ᡞアイࢱࣥࢭー㸧 

⚄ᡞセンターは、①⥙⭷生་療の◊✲施設、②最ඛ➃の

║⛉་療施設、③リࣅࣁリ・社会ᖐ支援施設を一つにし

た視ぬ障害⥲合支援機関である㸰㸧。このうち③を担ᙜす

るබ┈社ᅋ法人N㻱㼄㼀 㼂㻵㻿㻵㻻Nが本◊✲のࢥーデネート

を担う。 

(2) ㈨⏕ᇽグࣟーࣂルイ࣋ࣀーショࣥࢱࣥࢭー 

ᰴᘧ会社㈨生ᇽの◊✲㛤発㒊門。����ᖺ、同社ヨ験ᐊと

して発㊊。����ᖺ㸲᭶、ᶓ・みなとみらい��地༊に⛣㌿。

ୡ⏺中のおᐈ様の新たなࣛイフスタイルに⧅がる͆⨾の㠉

新͇を目ᣦし、化⢝ရ、⨾容㣗ရ、⨾容機ჾ、⨾容施⾡の

㛤発と、それを支える基♏◊✲を⾜っている㸱㸧。 

 

㸴 今ᚋのᒎᮃ 

(�) 㻴㼍㼜㻸㼛㼓のྍ⬟性に࠸ࡘ  ࡚

今回は本ᰯᩍ職ဨのみを対象とした基♏実験となったが、

今後さらに⿕験者を増やしてデータの㞟✚、解ᯒを進めて

いきたい。特に⇍⦎者のデータのഴ向を分ᯒし、ᛌ㐺่⃭

とᛌ่⃭のそれぞれのἼ形の┦関の分ᯒを⾜い、それを

踏まえてᤵ業での具体的な活用方法について᳨ウしたい。 

えば、ᣦᅽの初期ᣦᑟにおいて、㡢フードࣂック機

能やグࣛフのᥥฟにより、生ᚐ自㌟の増ῶの㐣⛬や、

ᣢ続ᅽのࣞࣈなどをリアルタイムでṇ確に確認させること

が可能になるであࢁう。また、ᢲᅽと㡢階を調⠇すること

で、ᣦᅽをしながら⡆༢な᭤をዌでることも可能であり、

これまでにないࣘࢽークなᣦᑟが可能になると考える。こ

れらのことは、生ᚐの実⩦に対するモ࣋ࢳーションアップ

に⧅がり、⤖果としてᢏ⾡ຊの向上に⧅がることが期ᚅで

きる。また、実ᢏヨ験のホ価においても、現状ではᩍဨの

観に౫るとこࢁが大きく、明確なุ᩿基‽が解りにくい。

この点㻴㼍㼜㻸o㼓を用いれば、増ῶᅽやᣢ続ᅽなどにつ

いては明確なᐈ観的ホ価ができるため、実ᢏヨ験ホ価の⿵

ຓࢶールとしても活用できるものと考える。 

(2) どぬ㞀ᐖ⪅ᑵປのᙳ㡪 

今後は、⚄ᡞアイセンターの࢜ープンス࣌ースであるࣅ

ジョンࣃークで定期的に㻴㼍㼜㻸o㼓のデモを⾜う。本◊✲の

取り組みについて広くୡ間にアࣆールすることで視ぬ障害

者就労の促進をᅗりたい。こうした産学༠同の取り組みは、

㙀⅍マッࢧージの分㔝に␃まらず、視ぬ障害就労全⯡にお

いて、社会へのၨ発効果が期ᚅできるものと考える。 

 

㸵 ࡾࢃ࠾に 

㏆ᖺ、ඛ➃ᢏ⾡の進Ṍにより、㻭䊠をᦚ㍕したロ࣎ットが

社会にⓏ場しጞめている。����ᖺには囲◻⏺において㻭䊠Ღ

ኈが一ὶのプロᲦኈを◚るという⾪ᧁ的なࣗࢽースが報㐨

された。このことは、㙀⅍マッࢧージ分㔝もእではない。

えば、ᖺ、㇏ᶫ⛉学ᢏ⾡大学は㻭䊠に⇍⦎マッࢧージ

ᖌの施⾡を学⩦させ、ࢥリの状ែをṇ確に把握しながら

マッࢧージができるロ࣎ットを㛤発した㸲㸧。ୡ⏺に目を

向けても、シン࢞ポールの༡ὒ理ᕤ大学は、中ᅜఏ⤫་学

にのっとった中ᅜᘧマッࢧージをプロの施⾡者と༊別がつ

かないほどのࣞ࣋ルで施⾡するロ࣎ットを㛤発し、すでに

クリࢽックで実用化しているという㸳㸧。このようなὶれ

は今後も加㏿するであࢁう。 

本◊✲もඛ➃ᢏ⾡の活用ではあるが、しかし、そのࡡら

いは、視ぬ障害者のᢏ⾡ຊ向上である。ඛ➃ᢏ⾡を活用し

ながら、あくまで人間のᢏ⾡、ឤぬを向上させるものであ

る。 

今後も、さらに多くのデータ取ᚓと解ᯒを進め、┣学ᰯ

におけるᐈ観的実ᢏᣦᑟ法の確立を目ᣦしたい。 

 

㸶 ㅰ㎡ 

本◊✲は日本⛉学༠会のຓ成をཷけて⾜った。 
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㎰⚟㐃ᦠにࡿࡅ࠾⥅⥆的ྲྀࡳ⤌ࡾの⌧≧と課題 

 

 治㸦ᅜ立◊✲㛤発法人㎰◊機構 ㎰ᮧᕤ学◊✲㒊門㸧᠇ ⏣▼ۑ

∦ᒣ ༓ᰤ㸦ඖ ᅜ立◊✲㛤発法人㎰◊機構 ㎰ᮧᕤ学◊✲㒊門㸧 
 

㸯 ࡵࡌࡣに  㹼⫼ᬒと࠸ࡽࡡ㹼 

全ᅜྛ地で㎰福連携の取り組み事が増加していること

は、障がい者の社会参加と経済的自立を促す就労支援ࢶー

ルとして、㎰స業の取り組みが有用な㑅ᢥ⫥であることを

♧၀している。そして、その⫼ᬒには、㎰స業の人ᡭ㊊

を少しでも解ᾘしたい㎰業ഃと障がい者の就労を支援して

㈤㔠やᕤ㈤の向上を実現したい福祉ഃの方をマッࢳング

する組みづくりや関連ຓ成制ᗘの実もᣦされる。さ

らに、ᖹ成��ᖺの㣗ᩱ㺃㎰業㺃㎰ᮧⓑ᭩においては、特㞟企

⏬の一つに「㎰福連携」が取り上ࡆられている。 

しかしながら、㐟ఇ㎰地を活用した福祉事業所の㎰業参

ධ機会の増加や㎰業者の㧗㱋化にకう施設እ就労による㎰

స業ㄳ㈇など、㎰福連携を促進する⎔ቃがᩚう㠃、継続

がᅔ難となる事もᩓ見される。 

そこで本報࿌では、これまで実施した福祉事業所におけ

る㎰స業取り組み実ែに関する全ᅜ調ᰝ��や障がい者の㎰

స業取り組みを支援するᢏ⾡㛤発◊✲等��の⤖果を踏まえ

て、㎰福連携の継続事に共通する特ᚩを明らかにしてᣢ

続性確ಖのための要௳をᩚ理し、ᣢ続方⟇確立に向けた方

⟇を考✲する。 

 

㸰 ⚟♴事ᴗᡤにࡿࡅ࠾㎰సᴗのྲྀࡳ⤌ࡾ 

↓సⅭᢳฟにより、成人障がい者に生活支援もしくは就

労支援ࢧーࣅスを提供する全ᅜ�����の事業所を対象とし

て実施した調ᰝ㸦ᖹ成��ᖺ㸵㹼��᭶に実施、有効回⋡

����㸣㸧では、回⟅のあった�����事業所の半数を上回る

���事業所で㎰స業の取り組み経験があり、うち���事業所

では取り組みを中᩿していた。中᩿は取り組み経験のある

事業所の����㸣にཬび、福祉事業所にとって㎰స業がᚲず

しも⡆༢に取り組めるࢧーࣅスではないことを♧している。 

 一方、㸶割௨上の事業所では取り組みが継続されており、

㎰స業の取り組みによるࢧーࣅス用者のᗣ⟶理や社会

参加への㧗い有効性が支援ဨらによって認㆑されている。

ඛ㏙した全ᅜ調ᰝに

おいても、㎰స業の

取り組み経験がある

事業所の半数㏆くは

「心㌟のᗣ⥔ᣢ」

を㎰స業に取り組む

目的として回⟅して

いる��㸦ᅗ㸯㸧。 

また、㎰స業の場合、多様な仕事を㐺ษにษり出す䛣とに

より、స業者の⬟力やᚓ意不ᚓ意に見合䛳たస業がᏑᅾす

る䛣とから、自立カ⦎や就労支援の䝒ー䝹として䜒᭷用ᛶが

高いとุ᩿䛥れ、福祉事業所が取り組䜐㎰స業の継続ᛶを

高める䛣との意⩏䛿大䛝いと⪃えられる䚹 

 

㸱 ㎰సᴗの⥅⥆性☜ಖにྥࡅた要௳とゎỴ課題 

(�) ⥅⥆事ᴗᡤの㎰సᴗྲྀࡳ⤌ࡾෆᐜにࡿࡅ࠾共通Ⅼ 

㎰స業の取り組みが安定的に継続できている事業所には

共通する特ᚩがᩚ理でき、①ᘚᙜづくりやカフェなどの㣗

材として✭≀の用㏵が明確であること、②᱂ᇵస目が㎰

産≀加ᕤにᚲ要なཎᩱとなっていること、③㎰産≀┤所

や福祉施設など定期的なฟⲴや㈍ඛがあること、などを

ᣲࡆることができる。こうした特ᚩのある事では、いず

れもࢧーࣅス用者のルーࢳン的な日中活ືとして㎰స業

の取り組みが定着している。 

①の事には、自治会のᣐ点にもなっているᕷ⾤地のᑠ

学ᰯ㊧地で日᭰ࣛンࢳを提供するࣃンᕤᡣ㸦┿㸯㸧や㏆

㞄のᗂ⛶ᅬにᡭづくりᘚ

ᙜを㓄達する事業所での

㎰స業などがヱᙜする。

ධ所施設を㐠Ⴀする法人

内の⤥㣗用に数ࣨ所の水

⏣でࢥメづくりをする事

業所も少なくない。    

②の事では、ჯ㐀りや㇋⭉〇㐀のཎᩱとなる大㇋᱂

ᇵが典型的である㸦┿㸰��㸧。さらに、就労支援におけ

る᱂ᇵと加ᕤの関わりは、つ᱁እရのネࢠを้んだእ㣗用

の⿄ワめや、⾲㠃のയついた果実のジࣗース加ᕤなど、

౽性やಖᏑ性の付加価値を㧗めつつ、事業所のࢧーࣅス

用者の職域ᣑ大を可能にする。ᅵにゐれることを᎘ᝏする

障がい者が㎰業関連の職域で就労することにも⧅がる。 

③の事の観点は、最ప㈤㔠の確ಖやᕤ㈤向上を求めら

れる就労系のࢧーࣅスを提供する事業所にとって可㑊 
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な課題である。就労系の事業所௨እにおいても、地域活ື

支援センターϪ型の生産活ືとして㎰స業に取り組んでい

る事では、㎰業用水が用できる㎰業生産基┙を用し

て、社会福祉༠㆟会の༠ຊにより㏆㞄の㧗㱋者施設での㈍

を᭙日を決めて」数施設で定化することにより、安定

した✭≀の㈍ඛを確ಖ

している㸦┿㸱㸧。 

設立から間もない132法

人の事業所でも、ᙜ地でရ

種ᨵⰋされたイࢦࢳを᱂ᇵ

して、ࡩるさと⣡⛯の㏉♩

ရに᥇用されている事も

ある㸦┿㸲��㸧。      

(2) ㎰⚟㐃ᦠのྲྀࡳ⤌ࡾ㐣⛬にࡿࡅ࠾ᆅᇦとの関ಀ࡙ࡾࡃ 

㎰స業の取り組みにおいては、地域の㎰ᐙと✚ᴟ的に交

ὶすることにより、ಙ㢗関係を㔊成することが期ᚅされる。

㎰ᐙや地域ఫẸとのᐦな交ὶは、福祉事業所には▱見の

✚が㊊する㎰業ᢏ⾡の⩦ᚓや㈍㊰㛤ᣅのዎ機にもなる。 

㐟ఇ㎰地の地に౽ᐅをᚓたり、㧗㱋㎰業者の応援や㎰

地⟶理の事をᚓたりする機会にも⧅がる。施設እ就労に

よる㎰స業では、福祉事業所に㎰地や㎰業㈨材の‽ഛがな

くてもすࡄに㎰స業に取り組むことができるため、㈤㔠や

ᕤ㈤の増加に┤⤖する点もある。 

(3) 事ᴗᡤෆእの᮲௳ࢆ㋃࠼ࡲた㎰సᴗྲྀࡳ⤌ࡾの重Ⅼ 

福祉事業所のつᶍ、支援ဨや用者のᖺ㱋ᒙなどによる

事業所の㎰స業取り組みの可能性や制⣙᮲௳、㏆㞄地域の

㎰業事情などを考៖することにより、↓理のない㎰స業の

取り組み方をᕤኵすることも、㎰స業を通した就労支援に

取り組む上で重要な要௳である。ኳೃやᢏ⾡の水‽にᕥྑ

されにくい᱂ᇵရ目の㑅ᢥや㟢地と施設᱂ᇵの組合せの᳨

ウなども含まれる。 

具体的には、生༠組合ဨを㈍ඛとして༢一ရ目にᚭし

た施設トマト᱂ᇵや、観ග㎰ᅬの㐠Ⴀと組み合わせた果ᶞ

᱂ᇵ事㸦┿㸳㸧などがヱᙜする。ᖺ間を通して同ࡌస

目の᱂ᇵやᇵ地の⟶理に従

事することにより、自ಙを

ᣢって観ගᐈに㈍したり、

✭体験のㄝ明を担ᙜした

りすることは、支援される

ഃのࢧーࣅス用者が者

を支援するഃに立つ機会と

もなる。 

ᖸᣅ地に広がるᅵ地用型స目の✭時に㞟中する労ാ

の支えᡭを、施設እ就労の制ᗘに๎ってᘬきཷける事業所

もある。また、ධ᳜時に障がい者雇用を㛤ጞして௨来、

可Ḟな担いᡭとしてẖᖺ期間雇用する㎰業生産法人も少な

くない。 

(�) ㎰⚟㐃ᦠ᥎進ୖのゎỴ課題ࡀ⥅⥆᪉⟇のỴࡵᡭに 

上㏙したことから明らかなように、���㹼���の中心にあ

るのは、福祉事業所が┤㠃する⋡┤な「ᅔりࡈと」に関係

している。�㺏�生産したもののり方やりඛがわからな

い、�㺐�ᢏ⾡的なࢧポートඛや㎰ᐙと▱り合う機会がない、

�㺑�地域の人たちに福祉事業所のᏑᅾを▱ってもらう機会

がない、とのኌに象ᚩされる。これらの解決課題を携えて、

用者とともに果ᩒに地域にฟて⾜くことが福祉事業所の

㎰స業取り組みの継続方⟇であり、事業所㐠Ⴀ者や支援ဨ

らの取り組むきඃඛ業務の一つであると考えられる。 

 

４ ㎰⚟㐃ᦠの⫱ࡽࡳෆⓎ的Ⓨᒎにྥࡅたయไ࡙ࡾࡃ 

この��వᖺの間に㎰業と福祉を⧅ࡄ中間支援組⧊の設立

や㐠Ⴀへのබ的支援ならびに障がい者を取りᕳく法ᩚഛも

進み、㎰福連携への関心も㧗まった。一方で、⤮⏬やデࢨ

インのᚓ意な障がいඣを特別支援ᩍ育で支援するキャリア

スに┦ᙜするような㎰福連携のᯟ組はᚲずしも実してࣃ

いない。就労支援のୡ⏺に㎰స業という職域がᣑ大した段

階であると認㆑される。 

今後は、ാき、ᬽらす地域で、自ᚊ的に機能する内発的

な㎰業と福祉の関係構⠏をᅗるᚲ要がある。かつての㎰ᮧ

にᙜ↛のࡈとくᏑᅾした「共ຓ」の組みや「ࢯーシャル

キャࣆタル」をも参考にしつつ、㎰福連携のもたらす付加

価値を障がいの有↓にかかわらず地域で共有することが、

目ᣦすき目標の一つであることは間違いない。福祉事業

所のࢧーࣅス用者らが㧗㱋㎰業者の支えᡭとなって᱂ᇵ

した㎰産≀や加ᕤရが、ᕷẸをᕳき㎸んで地産地ᾘを実現

することで地域を活性化する、地㐨な個ࠎの取り組みの重

要性をあらためてᣦしたい。 
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⚟♴事ᴗᡤにࡿࡅ࠾ᆅᇦの≉ᚩࢆάࡋた㎰సᴗのྲྀࡳ⤌ࡾとᑵປᨭ 

 

 ᒣ ༓ᰤ㸦ඖ ᅜ立◊✲㛤発法人㎰◊機構 ㎰ᮧᕤ学◊✲㒊門㸧∦ۑ

 ▼⏣ ᠇治㸦ᅜ立◊✲㛤発法人㎰◊機構 ㎰ᮧᕤ学◊✲㒊門㸧 
 
㸯 ࡵࡌࡣに 㹼ᮏሗ࿌の࠸ࡽࡡ㹼 

㎰福連携における障がい者の就労が㎰業生産の⿵ຓ的な

労ാຊとして期ᚅされ、支えᡭとしての役割を発してい

る。㎰業で障がい者が雇用就労する場合のほか、に就労

系の福祉事業所が㎰స業をཷクするや、福祉事業所自ら

が㎰業に取り組むがある。㎰స業は地域のㅖ᮲௳により

ᕥྑされる要⣲が大きく、また地域によってᬽらしとの関

わりᗘ合や産業としての経済的な置づけが␗なることが

多い。福祉事業所の所ᅾ地が、㎰業が要な産業である場

合もあれば、㎰業人ཱྀや㎰地が少ない場合もあるからであ

る。福祉事業所では地域の様ࠎな立地᮲௳を踏まえつつ、

㎰స業そのものを体とする場合もあれば、㎰స業は多様

な活ືの㑅ᢥ⫥であり、㎰産≀加ᕤ、┤、カフェなどに

関わり、さらに㎰業とᐦ᥋な地域⾜事や活ືに参加する事

も」数確認されている��。 

本報࿌では、福祉事業所が⾜う地域の特ᚩを活かした㎰

స業と、㎰స業に関連するㅖ活ືに着目し、そうした活ື

を通して障がい者の職域ᣑ大を促すことを考える。 

なお、取り上ࡆる事は、にᖹ成��㹼��ᖺᗘに実施し

た現地調ᰝ⤖果によるものである。 

 
㸰 ᑵປᨭと࡚ࡋ㎰సᴗにྲྀࡴ⤌ࡾព 

 就労支援ࢧーࣅスとして㎰స業に取り組む意は、一義

的には通ᖖの事業所での雇用がᅔ難な人に就労の機会の提

供と▱㆑および能ຊの向上のためにᚲ要なカ⦎等を⾜うこ

とである ��。そこで㎰స業を取りධれることの意に着目す

ると、大きくつの意があると考えられる。 
 まず➨㸯には、㎰స業のもつ自↛との㏆᥋性である。人

ᕤගなどの特別な⎔ቃ調⠇を⾜わない㝈り、㎰స業はኳೃ

にᕥྑされやすく、またኪのつ๎ṇしい࿘期性のもとで

⾜われる。この点で障がい者にとってのᗣ⥔ᣢにඃれて

いることがᣦされる。 
➨㸰は、➨㸯の特ᚩと関連して、㝆水の多ᐻ、地形、ᅵ

ተ特性などのᙳ㡪をᙉくཷける㎰業は、様ࠎな自↛᮲௳の

制⣙のୗで地域の特ᚩが㎰స業に大きくᫎされ᫆い。さ

らには、㎰業のႠみにおいては、人Ⅽでは㐺わない自↛に

対して㇏✨を♳る㎰స業を通して継ᢎされてきた地域のఏ

⤫ᩥ化とも᥋する機会が多いとゝえる。 
これら就労支援ࢧーࣅスにおける㎰స業のつの機能的

ഃ㠃は、前者の方が分かり᫆いとはゝえるが୧者は一体的

にᏑᅾするものであり、分㞳してᤊえることは難しい。௨

ୗでは、㎰福連携における具体的な取り組みをᴫ観するこ

とにより、地域におけるᬽらしや生産活ືの基┙となる㎰

స業が障がい者の職域ᣑ大を促すことを確認し、地域の特

ᚩを活かした㎰福連携のあり方を考える。 
 
㸱 ㎰⚟㐃ᦠにࡿࡅ࠾ከᵝ࡞㎰సᴗ  

(�) ㎰ᆅࡸ㎰ᴗ⤒Ⴀయとの関ࡳࡽࡾࢃた㎰సᴗ 

 ㎰福連携における障がい者の就労を㎰業生産の⿵ຓ的な

労ാຊとする際には、だれもがస業しやすいよう一連のస

業を༢⣧なస業にᑠ分割して、これを組み合わせることが

一⯡的である。స≀の種㢮や生産つᶍ、経Ⴀ形ែなどによ

ってはᗘࠎస業種㢮がኚわり新たなస業をぬえるᚲ要にも

㏕られるが、㛗ᓮ┴のᖸᣅ地では、༢సによる広大なᅵ地

用型㎰業を福祉事業所用者の㎰స業が支えている。

��KD ㏆いつᶍの⏿で✭されたキャࢶ࣋のእⴥを一ᯛだけ

ࡄస業は、༢⣧ではあるがస業㔞は⭾大である。▷期間

に㞟中する、ฟⲴにḞかせない✭時のస業であり、㎰ᐙ

による雇用や」数の福祉事業所からの施設እ就労の形で継

続的స業がなされている。㎰ᐙからは⿵ຓ的労ാຊとして

なくてはならないᏑᅾとホ価されている。 
また、㎰業継続がᅔ難となってきた㧗㱋㎰ᐙの㎰地を

りて、㎰స業をཷけ継ࡄ福祉事業所はྛ地でみられる。担

いᡭがいなければ㐟ఇ化するであࢁう広大な㎰地の活用や

生に㈉⊩している。 
(2) ᆅ⏘ᆅᾘࠊᆅᇦの㣗文ࢆᨭࡿ࠼㎰⚟㐃ᦠ事例 

 就労支援で⾜う福祉事業所の㎰స業が、ᾘ㈝者に地産地

ᾘの㣗材を提供する事も少なくない ��。地域の㣗ᩥ化や地

ඖ㣗材を▱る機会など㣗育を支えている。 
㫽取┴では、ఇ⪔⏣で᱂ᇵしているマࢥモタケのฟⲴ‽

ഛస業を福祉事業所でㄳけ㈇う。᰿気を要するこのస業を

福祉事業所で担うことで、福祉事業所の所ᅾ⏫と┴ᗇ所ᅾ

ᕷの学ᰯ⤥㣗への提供が実現し、地域の特産ရづくりと㣗

に㈉⊩している。රᗜ┴の福祉事業所では、Ἴのクロマ

メを᱂ᇵし学ᰯ⤥㣗に提供している。また、▼ᕝ┴の福祉

事業所では、水⪔᱂ᇵのࢥマࢶナを、自法人の⤥㣗や、就 
 

䜽䝻マ䝯の⮬↛⇱䠄රᗜ┴䠅   䝁マ䝒䝘のỈ⪔᱂ᇵ䠄▼ᕝ┴䠅 
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労支援を飲㣗ᗑで⾜う福祉事業所の㣗材として活用してい

る。これにより㈍㊰の確ಖとともに、法人内用者・職ဨ

や地域ఫẸへ地産地ᾘの㣗を提供することに⧅がっている。

自治体から地産地ᾘのᗑとして認ドをཷけている福祉事業

所の飲㣗ᗑもある。 
(3) ᆅᇦのά性にࡿࡀ࡞ࡘほග㎰ᅬ࡛の㎰సᴗ 

㎰産≀を生産・㈍するのみでなく、✭や㎰産≀加ᕤ

などの㎰స業体験を提供する観ග㎰ᅬに関わる事も少な

くない。福祉事業所が観ග㎰ᅬ内のస業を施設እ就労等で

ㄳけ㈇うや観ග㎰ᅬを自ら㐠Ⴀするがある。観ග㎰ᅬ

では地域の特産≀をᢅうことが多く、地域内እからᾘ㈝者

が┤᥋ゼれるため࿘㎶地域の活性化にも⧅がり、┤所等

での㈍┈を合わせれば、福祉事業所の支ฟࢥストを᥍

㝖しても、用者のᕤ㈤向上につながる可能性が㧗い。 
ᒸᒣ┴では、特産の果ᶞ地ᖏでの✭体験をする観ග㎰

ᅬの⟶理を福祉事業所がㄳけ㈇う。用者は果ᶞの定ᯞ

の∦づけやイ࢘ࣁࢦࢳスの⟶理など様ࠎなస業を担ᙜする。

さらに、法人では✭した果≀

をジャムに加ᕤするなど、職域

をᣑ大している。広ᓥ┴のࣈド

、を᱂ᇵする福祉事業所では࢘

✭体験と┤を⾜い、用者

が㎰స業のㄝ明や᥋ᐈを⾜っ

ている。 
(�) ᆅᙧࢆάࡋたᲴ⏣のಖにࡿࡀ࡞ࡘ㎰⚟㐃ᦠ事例 

 ㎰స業体験が、地域を௦⾲する㢼ᬒであるᲴ⏣のಖ全に

一役㈙っている事もある。 
Ჴ⏣ⓒ㑅に㑅ばれ、ⱁ⾡⚍でもẖ回ᒎ♧ス࣌ースを提供

する⨾しいᬒ観をもつ㤶ᕝ┴のᲴ⏣では、㧗㱋化にకい⪔

స者がῶ少し、Ჴ⏣㢼ᬒのᔂቯが༴されていた。地域の

㎰業者らによる多様なಖ全活ື等が⾜われているが、その

一つに、㎰స業に取り組む㏆㞄ᕷ⏫の福祉事業所が参加す

る⏣᳜え・✄สり体験がある。㎰業者らは障がい者らのస

業を㏄えるために、ẖᖺ同ࡌ㸳➹の水⏣を用意するととも

に交ὶ⾜事として㣰つき等を⾜う。ẖ回の‽ഛస業を進め

る中で、㧗㱋㎰ᐙが

生きがいやᙇり合い

をឤࡌて、Ჴ⏣స業

の㎰業継続意ḧをಖ

っているという。ᓥ

᰿┴の福祉事業所で

もᲴ⏣ಖ全のイ࣋ン

トに✚ᴟ的に関わっ

ている事がある。     
(�) ㎰ᮧのఏ⤫ⱁ⬟ࢆᏲࡇࡿとにࡿࡀ࡞ࡘ㎰⚟㐃ᦠ事例 

 目に見えるᬒ観だけでなく、ఏ⤫ⱁ能の継ᢎに役立つ事

もある。᪤㏙したように、㎰業は地域の気ೃや地形など

の自↛⎔ቃのᙳ㡪を大きくཷけ、地域の㎰業者らが㛗いᖺ

᭶をかけてその地域に㐺合した㎰స業体系を構⠏してきた。

その中でᇵわれた自↛への⏽ᩗのᛕが⚍♩などの㎰ᮧの⾜

事を育んできた。 
このような中で、ᓥ᰿┴の事は⾶㏥ഴ向にある地域の

ఏ⤫ⱁ能の一つである⚄ᴦを支える事である。この福祉

事業所では、ࢶࢧマイモの᱂ᇵ・加ᕤやキャࢶ࣋、タマネ

などの᱂ᇵ、㭜༸స業に取り組む。一方で、地域からのࢠ

ಙ㢗を⫼ᬒに、⚄ᴦ㠃などのᕤⱁရ〇సを担う。職ဨには

⚄ᴦを⯙う者もおり、地域のఏ⤫ᩥ化を支えている。 
 
 㹼ࡾࢃたᆅᇦとの関ࡋዎᶵとࢆに 㹼㎰సᴗࡾࢃ࠾ ４

 ௨上みてきたように、㎰業を⾜うに自↛⛉学的な⎔ቃ

としての地域の特ᚩと、地域の社会的な関係やṔྐᩥ化的

な⫼ᬒを含めた人ᩥ社会的な地域の特ᚩがある。㎰స業そ

のものだけでなく、地域の特ᚩを活かした㎰స業の࿘㎶に

ある様ࠎなことがらに関わることで、地域の一ဨとして地

域に⁐け㎸む᱁ዲの機会をᚓることができ、地域のఏ⤫⾜

事等に加わることにもなる。 
自↛᮲௳に大きくつ定される㎰業では地域との関係づく

りがᴟめて重要であり、地域の特ᚩをᫎした㎰స業を通

てసられてきた地域社会の関係性は、かけがえのないᑛࡌ

いものである。こうした関係構⠏の㐣⛬は福祉事業所のࢧ

ーࣅス用者にとっても重要である。㎰స業をはࡌめ、関

連するㅖ活ືを通ࡌて、地域社会の人ࠎと福祉事業所の人

の᥋点を増やすことで、新たな就労機会の⋓ᚓにもつなが

ることになࢁう。 
福祉事業所の取り組みは、産業としての㎰業が生産効⋡

追求の中で見ኻった㎰స業の意を認㆑する機会を提供

し、地域の特ᚩを活かした㎰福連携を通して、障がい者の

職域ᣑ大を≌ᘬすることが期ᚅされる。地域内に継続でき

る事があることが、定ఫを促し、地域そのもののᏑ続に

もつながっていくと考えられる。 
 
【グ】 

本報࿌の一㒊は、ᖹ成 �� ᖺᗘཌ生労ാ⛉学◊✲ຓ成㸦௦⾲㸸▼

⏣᠇治㸧およびᖹ成 �� ᖺᗘᒸᒣ┴ጤク調ᰝによる。ࡈ༠ຊいた

だきました福祉事業所の関係者に῝ㅰ⏦し上ࡆます。 
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㞀ᐖ⪅ᑵປᨭの関ಀᶵ関࣭⫋✀のࢿットワークと 

ேᮦ⫱成ࢆ促進ࠕࡿࡍワークショップࠖのྍ⬟性と課題 
 

 ྡ ⏤一㑻㸦障害者職業⥲合センター ⤫ᣓ◊✲ဨ㸧ۑ
 

㸯 ࡵࡌࡣに 

現ᅾ、従来の「障害者就労支援」の範囲を超えた、ಖ

་療、福祉、ᩍ育等の様ࠎな地域関係機関・職種が、障害

や疾病のある人の就労支援に取り組むようになっている。

これらが「㣰は㣰ᒇ」で地域の中で効果的に役割分担・連

携できることがᮃましいが、現実には地域᱁ᕪが㠀ᖖに大

きく、また担ᙜ者の␗ືにより連携体制がᔂれやすいと

いった問題はఱ༑ᖺ来ᣦされ、関係者の人材育成やネッ

トワークは、ᖖに重要課題となってきた。 

ᙜセンターの調ᰝ◊✲報࿌᭩1R������������では、地域

関係者�����人ᙉの回⟅を多ኚ㔞解ᯒし、従来経験的にゝ

われてきた「効果的な障害者就労支援の全体像」や「人材

育成とネットワークの課題」の具体的構㐀を明らかにした。 

本◊✲は、このඛ⾜◊✲��での数㔞的分ᯒ⤖果に基づき、

これまで地域の「インフォーマル」な取組みが多かった、

地域関係機関・職種の人材育成・ネットワークのプロセス

を、より体系的に進めるための、モデル的な「ワーク

ショップ」を設ィし、予ഛ的に᳨ドした⤖果を報࿌する。 

 

㸰 ᪉ἲ 

(�) ワークショップのࣔࢹル的設ィ 

ඛ⾜◊✲��で明らかにされた、「就労支援」が専門では

ない場合を含む地域の多様な関係機関・職種が効果的な就

労支援に取り組むための「基本的認㆑」と「役割認㆑」の

取ᚓを、体系的なプロセスとして半日で進めるワーク

ショップをモデル的に設ィした。 

 

ᅗ ຠ果的࡞ᑵປᨭのྲྀ⤌ࡳにྥࡅたᨭ⪅のேᮦ⫱成と 

 㸧ࡾࡼ(�✲◊⾜ットワークの課題のᵓ㐀㸦ඛࢿ

 

ア ࠕᇶㄪㅮ₇ࠖの設ィ 

ඛ⾜◊✲��によると、就労支援が専門でない関係者も含

め効果的な就労支援を実施している関係者が有している

「役割認㆑」は「職業生活も生活支援の一⎔として多職種

で連携・役割分担してケースマネジメントで取り組む」も

のであり、重要な基本的▱㆑は「就労支援は、障害者本人

の障害だけへの対応でなく、事内容や職場⎔ቃへのാき

かけ、本人のᙉみや⯆の重視といった⥲合的な取組」で

あること、また、支援の成功体験を通した「就労支援に

よって、障害のある人にも雇用する企業にも方によい成

果を上ࡆられる」という基本的認㆑が重要であった。 

これを踏まえワークショップでは、��分⛬ᗘの「基調講

演」において、効果的な「障害者就労支援」の全体像や、

地域関係者が「障害や疾病のある人の職業生活」の支援に

取り組むための、共通目標の確認、効果的支援による問題

解決のイメージを提♧するものとした。 

イ  ࠕグループワークࠖの設ィ 

ඛ⾜◊✲��によると、地域の多様な関係機関・職種が具

体的な役割分担・連携の取組内容を明確にするためには、

多機関・職種のケースマネジメントの取組が基┙であった。 

そこで、ワークショップでは、地域のケースマネジメン

トの現場をᶍした場を設定し、参加者が、具体的な連携や

役割分担について��分⛬ᗘ、᳨ウしていくものとした。具

体的には、「体的に参加したメンࣂーが༠ാ体験を通ࡌ

て㐀と学⩦を生みฟす場」として発ᒎしている「ワーク

ショップ」のᡭ法を活用することとした。 

(2) ワークショップのබເにࡿࡼ実施と᳨ド 

「地域の障害者就労支援の役割分担・連携ワークショッ

プ」として共ദをබເした。「障害者就労支援」の幅広い

参加者の関心事を踏まえ、ワークショップのテーマは、そ

れぞれの共ദඛがそれぞれ提し、参加者の共通関心事を

踏まえて、それぞれに決めることとした。 

ワークショップの᳨ドとしては、基調講演とグループ

ワークにより期ᚅされた成果を参加者へのアンケートで確

認した、グループワークの進⾜や具体的な役割分担・連

携のアイデアの㉁の確認により⥲合的に⾜った。 

 

㸱 ⤖果 

(�) ワークショップ共ദのᛂເ≧ἣ 

ワークショップ共ദは、障害者自立支援༠㆟会など地域

の障害者就労支援の連携の取組をしているᅋ体等を定し

たが、実際の応ເは、従来の「障害者就労支援」関係者の

範囲を超えた多様な関係者からのものとなった。実際、そ

れぞれのワークショップには、これまで障害者就労支援の
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経験がほとんどない人の参加も多かった。 

(2) ワークショップのテーマと成果 

ワークショップでは、それぞれ参加者の共通関心事を踏

まえて多様なテーマに取り組まれた。基調講演で提供され

た内容を呼び水に、多様な参加者がそれぞれの専門性や経

験等を踏まえて対話するグループワークによって、多くの

具体的な役割分担・連携のアイデアや課題が明確になった。 

参加者構成は、多様な参加者が一同に会して対話する場

合は、新しい気付きや学びは大きくなっていたが、特定の

職種へのセミナーであっても、障害者雇用支援等の実務経

験の違い等から、活発な対話ができていた。 

 

表 今回のワークショップのテーマと成果の例 

テーマ 参加者 アイデアの成果 

社会保険労務

士の障害者や患

者の就労支援の

役割検討 

社会保険

労務士中

心 

社会保険労務士として直接／間接に関

わる採用から就業継続まで企業側と労

働者側への多様な支援内容のアイデア 

地域の企業、行

政、特別支援学

校の協力による

地域振興 

青年会議

所、特別

支援学

校、行政 

特別支援学校の卒業生の地元定着の

ために、学校でのキャリア支援や職場

実習・見学会、地域企業の人材不足解

消との関係、企業と本人を地域で継続

的に支える体制づくり等のアイデア 

障害者福祉機

関での就労支援

への新規取組 

障害者福

祉関係者 

就職前の障害者の心理面を含めた問

題意識と就労に向けた課題、企業との

関係での支援課題についてのアイデア 

障害者雇用支

援 の あ り 方 の

バージョンアップ 

障害者雇

用事業所 

社内体制・教育、業務の創出、採用・

雇用、職場定着支援、地域医療機関と

の連携、障害社員の教育、支援機関の

マンパワーや研修、等多くのアイデア 

神経難病の治

療・生活・就労の

総合的支援への

医療機関の役割 

難病保健

医療関係

者、難病

当事者 

医療関係者、保健師等がかかわる治

療と仕事の両立支援のための役割や、

難病患者就職サポーター等の職探し

や定着支援との連携、患者自身の意

識の持ち方等の多くのアイデア 

高等教育機関で

の障害者受入れ

の増加に対応し

た就職支援 

大学学生

相談担当

者等 

大学での発達障害者等のキャリア支援

と保健支援との連携の課題や、企業と

連携したインターンシップ等を活用した

自己理解支援等のアイデア 

 

(3) グループワーク実施時の課題の把握 

「障害者就労支援の役割分担・連携」のグループワーク

において、対話促進の典型的課題のファシリテート、共通

関心事に沿ったテーマ設定の重要性を確認した。 

ア 対話促進の典型的課題のファシリテート 

参加者は専門性、視点、価値観・支援目標が多様であり、

障害者就労支援の成功体験が少ないことが多く、グループ

ワークの最初の段階では問題状況の共有が中心となり、そ

れには次のような就職前・就職時・就職後の支援のタテ割

りによる典型的なものも多くあった。「就職前の支援を実

施しているが就職につながらない」「就職はできても続か

ない」「企業の理解が難しい」。これに対して、グループ

ワークのファシリテーターは、企業や職場も含めて関係者

が役割分担・連携することにより、多くの課題の解決の可

能性に向けた対話を促進することが課題となり、実際、対

話が進むにつれ、その気付きが増加していた。 

そのようなタテ割りでない役割分担・連携に向けた障害

者就労支援の取組に向けた気づきの典型的なポイントとし

て、「①支援対象者が「職業人」であることを踏まえた支

援」「②本人と企業の個別・具体的な職業課題への予防

的・早期対応」「③継続的な本人と職場のフォローアップ

体制」が明確になった。 

イ 共通関心事に沿ったテーマ設定の重要性 

ワークショップの方法論として、グループワークにファ

シリテーターを置かず、参加者の自発的な対話を重視する

「ワールド・カフェ」を数か所で実施した。その際、ワー

クショップの参加者の共通関心事を事前に打ち合わせ、参

加者の共通課題をテーマとして設定すれば、ファシリテー

ターなしでも、グループワークでの建設的対話にスムーズ

につながりやすいことを確認した。 

 

４ 考察 

従来、地域の現場では「インフォーマルに」「暗黙的に」

時間をかけて進むことが多かった、障害者就労支援の人材

育成とネットワーク形成のプロセスを、今回ワークショッ

プの形でモデル化し、半日で、関係者が役割分担・連携の

あり方の対話を促進できる可能性や課題を把握した。 

障害者就労支援への関心は、従来の狭い関係者の範囲を

超えて、障害や疾病のある人の就職から職場定着までの職

業生活を支えていく幅広い地域関係機関・専門職、企業や

職場等からのものに広がり、「就職後の治療や生活の安定」

「多様な人材の生産性向上と就業継続」「障害や疾病のあ

る人の夢の実現やキャリア発達」「経済的自立と社会参加

による福祉の向上」といった多様な共通目標を追求するも

のとなっていることが確認できた。 

ワークショップは、従来、情報交換の機会が少ない関係

者の建設的な対話の機会として、地域の「顔の見える関係」

や「飲みにケーション」と同様の意義があると考えられる

が、より体系的で業務的に取り組みやすいと考えられる。

また、そのような対話の場の設定だけでなく、効果的な対

話のためには、基調講演において「障害者就労支援」の全

体像や共通目標の確認、効果的支援による問題解決のイ

メージをまず共有することが重要であると考えられる。 
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